（様式第６号）
納入物品の仕様調書

入札参加希望者　　　　　　　　　　　　
１　カメラ操作パソコン（モニター含む）
	仕　　　　　　　　　　　様
	応札物品

	項　　　目
	内　　　　　　　容
	品名・型式
	参　　照

	ＯＳ
	Microsoft Windows 11 Pro for Workstations（64bit）
	
	記入例）カタログＰ○

	ＣＰＵ
	Intel（R）Xeon（R）Silver4108と同等以上
	
	

	メモリ
	16GB以上
	
	

	内蔵ハードディスク
	SATA HDD 500GB（7,200rpm）以上
	
	

	ネットワーク
	Ethernet 10Base-T/100Base-TX/1000Base-T
	
	

	グラフィックカード１
	NVIDIA Quadro P620 ２GBと同等以上
	
	

	キャプチャーボードまたはユニット
	４映像独立同時入力

※４映像がそれぞれ独立した映像として同時入力可能なこと
	
	

	ディスプレイ
	23インチ以上液晶ディスプレイ
	
	

	その他
	マウス・キーボードを備えること。
	
	


２　ネットワークカメラ

	仕　　　　　　　　　　　様
	応札物品

	項　　　目
	内　　　　　　　　容
	品名・型式
	参　　照

	解像度
	1920×1080ドット、1280×720ドット、640×360ドット
	
	

	ズーム及びフォーカス
	光学ズーム24倍以上でオートフォーカス機能を有すること
	
	

	パン（左右）
	±175度（リモート操作）
	
	

	チルト（上下）
	－30度～＋90度（リモート操作）
	
	

	パン・チルト動作速度
	90度／秒以上
	
	

	PoE（Power over Ethernet）
	PoEに対応していること（規格IEEE802.3at）
	
	

	ホームポジション
	カメラ電源を入れたときにカメラが向く方向を指定できること
	
	

	プリセットポジション
	20ポジション以上セットできること
	
	


３　スキャンコンバータ
	仕　　　　　　　　　　　様
	応札物品

	項　　　目
	内　　　　　　　　容
	品名・型式
	参　　照

	入力
	ＨＤＭＩ、ＲＣＡ　各１系統以上
	
	

	出力
	ＨＤＭＩ　１系統以上
	
	


４　音声遅延装置
	仕　　　　　　　　　　　様
	応札物品

	項　　　目
	内　　　　　　　　容
	品名・型式
	参　　照

	入力
	ＲＣＡ　１系統以上
	
	

	出力
	ＲＣＡ　２系統以上
	
	


５　ＩＣレコーダー
	仕　　　　　　　　　　　様
	応札物品

	項　　　目
	内　　　　　　　　容
	品名・型式
	参　　照

	記録方式
	MP3
	
	

	記録媒体
	内蔵型フラッシュメモリ8GB以上
	
	

	再生速度
	再生速度の調整ができること
	
	


６　ＰｏＥスイッチ

	仕　　　　　　　　　　　様
	応札物品

	項　　　目
	内　　　　　　　　容
	品名・型式
	参　　照

	ＰｏＥ機能
	IEEE802.3atに準拠していること
	
	

	ネットワークポート
	10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T　４ポート以上
	
	

	給電
	１ポート当たり30W以上給電できること
	
	


７　導入ソフトウェア
	仕　　　　　　　　　　　様
	応札物品

	対象機器
	品　　名
	内容
	品名・型式
	参　　照

	カメラ操作パソコン
	ネットワークカメラ制御及びオーサリングツールソフトウェア
	ソフトウェア機能は、別に示すシステム機能仕様を全て備えること。
	
	

	カメラ操作パソコン
	バックアップソフト
	上記ネットワークカメラ制御及びオーサリングツールソフトウェアにより設定した設定情報をＤＶＤ－Ｒ等に保存し、障害発生時に当該ＤＶＤ－Ｒ等から設定情報を復元できること。
	
	


※システム機能仕様

　　ネットワークカメラ制御及びオーサリングツールソフトウェアに関しては、以下に示す機能を全て満たすこと。

（１）システムの操作は23インチ以上のモニターで行うが、操作画面中に、カメラのモニター画面、テロップの挿入確認画面、出力映像モニター画面、カメラのプリセット等を操作するための各委員会室の配席を模した画面、テロップ操作に必要な操作画面、開会前や休憩中、閉会後にカメラ映像に代わり用いる画像との切り替え操作画面が配置され、必要な全ての操作がこの23インチ以上のモニター内の操作で行うことができること。

（２）カメラのプリセット操作は、（１）に示す各委員会室の配席を模した画面で任意の座席あるいは全景等を示すボタンをクリックすることで行えること。

なお、各プリセットポジションで、パン・チルト・ズーム操作もクリック操作で行えること。

また、任意のプリセット2点間をあらかじめ設定し、ワンクリックでその2点間をカメラがスムーズにパンする機能を備えること。
（３）各委員会室の配置の変更などがある場合、（１）に示す配席を模した画面を、その変更に応じて簡単に変更が可能なツールを有すること。

（４）カメラ映像の切替えは、任意のカメラのモニター画面をクリックした時、そのカメラ映像に切り替わること。

なお、カメラの切替えは、シームレスに行うことができること。

（５）委員会等開会前、休憩中、閉会後は、事前に登録しておいた静止画もしくは動画（以下「待ち受け映像」という。）と切り替えて放映することができること。

なお、カメラ映像と待ち受け映像の切替え操作は、簡単なクリック操作で行えること。

（６）以下の内容でテロップを挿入することができること。

なお、テロップの文字フォント、大きさ、色、テロップの挿入位置は、簡単な操作で設定できること。

ア　各委員会室座席表に登録した、議員名及び所属会派から挿入することができること。

イ　事前にテロップリストを編集しておき、そのテロップリストの内容からテロップを議事進行に応じて挿入できること。

なお、テロップリストは複数登録が可能で、放映中も他のテロップリストに変更することも可能なこと。

ウ　その場のタイプインでテロップを挿入することができること。
エ　テロップはカメラ映像のみならず、待ち受け映像に対しても挿入できること。

オ　アからエまでのテロップ挿入モードは簡単に切り替えることができること。

また、長文のテロップの場合、スクロール表示が可能なこと。

（７）任意のカメラ映像の中に、別のカメラ映像を挿入（以下「ピクチャーインピクチャー」という。）することができること。

なお、ピクチャーインピクチャーの画像サイズ及び挿入位置は任意に設定することが可能であること。

（８）二つのカメラの中央部の映像を合成して、左右二分割の一つの映像にすることが可能であること。

（９）音声は既存のマイク設備より入力するが、画面のクリック操作で出力レベルの制御とミュートが可能であること。

（10）（１）から（９）までの機能により、その場で編集された映像は、別途整備しているエンコードパソコンに出力できること。

（11）カメラ操作に関するログを記録し、CSVファイルに書き出しできること。

